
活動内容と成果
●�湿地の価値、地域の取組みについて学ぶ研修会の
試行プログラムの検討を行った。ただし、コロナウ
イルス感染症の感染拡大の影響を受け、実際に研
修プログラムを実施することはできなかった
●�全国の52のラムサール条約登録湿地のうち、大沼
（北海道）、佐潟・瓢湖（新潟県）、葛西海浜公園（東
京都）、琵琶湖（滋賀県）、荒尾干潟（熊本県）、屋久
島永田浜（鹿児島県）、計7か所に訪問し、湿地の現
状の把握とCEPA事例収集を行った

活動内容と成果
●�旅行会社やツアーオペレータを対象とした持続可
能な観光の国際基準をもつ認証団体Travelifeと業
務提携を交わし、日本の窓口としての役割を担う
●�Travelife基準（英文）を和訳し、これをオンライン
システムに反映した
●�持続可能な観光へとつながる各種研修会を実施し
た
【SDGs研修@東京／Travelife研修@東京／持続可
能な観光を担うリーダーズミーティング＠熊本】
●�観光庁への訪問や、VJTM�トラベルマート商談会
へのブース出展を通じた普及啓発活動を実施

課　題
湿地の保全と賢明な利用を推進するために、湿地管
理者の能力養成が必要である。しかしながら、湿地管
理者向けの研修や他の事例をまとめて情報収集する
機会がほとんどない。

目　標
研修会等を通して、湿地管理者の湿地の保全・賢明
な利用、湿地の価値に対する理解が深まり、地域の湿
地の価値を伝えられる人材が各湿地にいる状態にす
る。

課　題
近年の急激な訪日観光客の増加や一極集中による
「観光公害」が我が国の自然環境、文化遺産、そして
地域経済に深刻な影響を与え始めている。

目　標
国際基準に沿った持続可能な「責任ある旅行」を普及
啓発し、観光地域の自然環境の保全と、地域資源や文
化をいかした観光活動により美しい日本を次世代に
残せるようにする。

（特非）　日本国際湿地保全連合

（一社）　JARTA

国内における湿地管理者の育成及びCEPA
（コミュニケーション・能力養成・教育・参
加・普及啓発）の取組みの共有

旅行会社に向けたサステイナブル・
ツーリズム国際認証制度の普及啓発 

多くの人で賑う荒尾干潟水鳥・湿地センター

東京での研修風景　参加者の真剣な眼差し

水鳥で賑う「瓢湖」

有識者によるTravelife和訳会議

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

フロントランナー助成

1年目

現地情報収集湿地数 7 湿地

Travelife基準和訳(全）256 項目

研修会の開催 0 回

Travelife研修会開催 3 日

今年度計画の達成度 60 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 20 ％

目標達成度 30 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
当初の計画通りに活動を実施するこ
とができなかった点に苦労した。

■工夫した点
各湿地のCEPA情報の収集の際は、
登録地の情報だけではなく、街、周
辺の湿地についても一緒に情報を収
集するよう心掛けた。

■苦労した点
国際指標の和訳作業が困難を極め、
計画が大きくずれ込んだ。コロナ感
染拡大でイベントが中止となったダ
メージは大きい。

■工夫した点
遠隔地に散らばる関係者との作業
は、スカイプ等各種オンラインツー
ルを活用して進めるようにした。

湿地管理者向けの研修会の開催の際に、参加者の湿地のプレゼンテーションをし
てもらうことで、各湿地の情報収集・情報共有を促進することが可能となるため、
研修内容が充実するように、内容の検討を進めていきたい。

●Travelifeの日本の窓口となり、持続可能な観光開発を牽引する
●ランドオペレーター機能を取得し、旅行会社・オペレーターに対する持続可能な
観光の窓口となる

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 日本全域

 日本全域
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